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リアルタイム津波浸⽔被害予測システムリアルタイム津波浸⽔被害予測システム

2011年の東⽇本⼤震災では北海道から千

葉県までの太平洋沿岸に津波が襲来し，約1
万6千⼈の尊い命を失った．
本研究では，スーパーコンピュータの⾼

速性を活かし，地震発⽣後20分以内に津波
浸⽔とその被害予測を政府や⾃治体に提供
することを⽬的に，リアルタイム津波浸⽔
被害予測システムの⾼度化を⾏っている．

研究背景、⽬的
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東⽇本⼤震災の津波
・沿岸部の津波⾼さ 10m以上
・遡上の⾼さ 40m以上
・浸⽔⾯積 561Km2

・死者 1万6千⼈以上
・建物の損壊 12万棟以上

左図は津波溯上の⾼さを表している．
資料：東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ

緊急地震速報
地震・津波データ
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スパコン

緊急モードで最優先実⾏緊急モードで最優先実⾏

津波浸⽔被害推計
シミュレーション実⾏

サイバーサイエンスセンター

津波発⽣の判定

断層設定サーバ

断層の動きを推計

スパコンの組込指⽰

データ処理サーバ
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レポート・可視化処理

データ受信
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津波の可能性がある場合，スパコンをシステムに⾃動組み込みを⾏う．
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センターとの共同研
究により，津波浸⽔被
害予測シミュレーショ
ンの⾼速化を実施し，
計算時間を短縮．

AOBA‐A

Xeonクラスタ

津波浸水被害予測シミュレーションの実行時間

リアルタイム津波浸⽔被害予測システムは，
政府や⾃治体の防災システムとして社会実装
され，サイバーサイエンスセンターで稼働し
ている．今後，災害デジタルツインとして機
能強化を⾏い，災害の観測情報だけでなく社
会動態情報（⼈の動きなど）をリアルタイム
に⼊⼿して，より精度の⾼い被害予測を⾏い，
また，AIを活⽤した災害に対する最適⾏動の
提⽰ができるように研究を進めていく予定で
ある．

災害デジタルツインのイメージ


